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航空自衛隊小松基地周辺住民の航空機騒音による

健康影響調査（1998年）

ハットリ マコト
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目的　小松基地周辺住民の生活妨害の訴えや精神的・身体的症状に対する航空機騒音による影響

を確認すること。

方法　1998年4月から6月に，小松基地周辺の非騒音地区2地区の全世帯と航空機騒音レベルが

WECPNL75以上の騒音地区5地区の全世帯を対象に調査票の記入を依頼し，非騒音地区の

89.8％の世帯から203人，騒音地区の89.0％の世帯から412人の回答が得られた。調査項目は，

年齢，性別，職場，騒音暴露時間，騒音職歴や耳の病気の既往，うるささや生活妨害の訴

え，精神的・身体的症状に関する項目であった。JMP（SAS instituteInc.）の多変量線形モ

デルを用いて，訴えや症状と騒音レベルを含む上記の要因との関連を検討した。

結果　5年前と比べて非騒音地区ではうるささが減少していたのに対し，騒音地区では増加して

いた。生活妨害の訴えや精神的・身体的症状が非騒音地区に比べてWECPNL75の騒音地区

に多く，さらに，大部分の症状では騒音レベルが高くなるにつれて訴えや症状の頻度が増加

していた。JMPの線形モデルによる解析では，年齢，性別，騒音職歴や耳の病気の既往を

考慮しても，すべての訴えや症状に対して航空機騒音レベルが有意に関与していた。多くの

項目で，騒音レベルが高く暴露時間が長いほど，訴えや症状が多くなっていた。

結論　本研究は，WECPNL75以上の航空機騒音は，性別，年齢や騒音職歴，耳の病気の既往を

考慮しても，小松基地周辺住民の種々の訴えや精神的・身体的症状と関係があり，騒音レベ

ルがさらに高い地区や騒音に暴露される時間が長い者ではその影響が一層大きいことを示し

た。さらに，騒音による影響が以前より深刻化していることも危惧された。
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